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　　　　第■5回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　　　　講　事　要　旨

日時　　昭和『1年6月50日㈱午後2’時～4時・，．

場所　’　宇宙開発委員会会議室

議題

ρ．通産省・文部雀及び科学技術庁（研究調整局・金属材料

賄研獅・無翻質研究所及三三購業団関係）の

　要望事項について『

資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

委手5’一■　第1ご叩宇宙開発委員会（定例会議）二品要旨

委↓5－2一宇宙開発計画に関する要望事項㈲通商産業省

庁15－3　　　　　〃　　　　飢　　　●（6）文部省

委ユ5－4　CO：RSみ一皿の計画について

委・5」5．SErA。瀬のF・r8七SPAσ，晦B参加

委ユ5－6　スペーろシャトルによる宇宙科学研究・

委15一ウ　宇宙航空研究所における液永エンジンの基礎開

　　　　　　発について

委・5－8● F宙醗計画に酎腰鱒項（2）野2科学技術

　　　　　　庁（その2）

即席者　　　　　・　　　　　　　辱　　　　　，

宇宙開発委員会委耳長牌・．　副毅

　　　”’委貴．’　．吉識雅夫
　　　”　”．、∫．．・騰棘
　　　”　　　　　”　　．　　　　　　　斎1藤成一文’

　　　　　　　　　　　　（1）　　．

説明者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　電子技循総合研究所企画室長　　　　　　　中山－勝矢

　東京大学宇宙航空研究所教授0　．’．　　河無筆烏

　　　　　”．”　．一’小田野
　　　　　〃　．　〃　　．　　，大林辰蔵
　　　　　〃　　　　．〃　　　　　　　　　　倉谷健治

酵技術庁研究三局轄饒課長．雨村博光’
鑛材響動所企画課長　・　保坂彬夫●

　　　　〃　　’、材料肇さ研究部第r研究室長

　　　　　　’　、　．　　　．　　　　∫高橋仙之助

撫回廊究所第6砂グループ総合研究官・．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩’田　　　稔

　　　　”　・　　”　　　　　　　　　　　野島正義
，関係省庁三三等

科学痂庁旧館鯵縮　　．．園山重道．
　文部省学術国際局審議官　　　　”沢田　一徹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●∴
　　　　　　　　　　　　〆　　　曹　　　　　　　　（代理：滝本）

　工業技術院総務部長　．　．　　　　　　　杉浦、　博

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理ミ木村）

気象庁纏部長　　　　　　宇津木巌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理3高谷）

　宇宙開発事業団参事　　　　．　’　　　　　黒．．田泰弘

　　　　〃　．七ケツ、ト設計グループ．　竹中幸彦
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　宇宙開発事業団システム計画部．

　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　〃

事務局

　科李技術庁研究調整局字宙企画課長

　　　〃．　　　　〃　　宇宙国際謀長

α　議事要旨、　　　．

（1）　前回議箏娑旨について

山口弘一
平、野三門

上’島史．郎．

塚田糞●・一

　　第14．回宇甲開発委員傘（定例会議）議事要旨演確認され

　た。’　，　．　　　　　　　　　　　　．’

（2）通産省の要望事項ゆいて．、　　　び

　　工業技術院電子技術総合研究所の中山謄矢企画睾長から資

　四季斗5一’2にi基づいτ税萌が行われたのち、以下の質疑応

　答が行われた。　　　・　　　一

網島：テフロシスラスタをETS－一に（0せたφのか。

中山：どれにのせるというような具体的な計画はまだ決まって

　　細いが・即r加妙トに激しセ実脚てみたい・
入蔭：宇宙環境以外の試験は終っているのか。

中仙：ほほ終えているが、飛行試験の結果、手直しが必要な所

　　があるかもしれない。　　　　　∫　　”

八藤：自主嗣発技術をロケット等で実験できる体制が必要そあ

　　る。

中山：こqよらな％行研究の球果を発表し、公的にプアィルし

　　ておく場を作っていただきたい。’

．（3）文部省の要望事項について　∴　　’㍉

他

（3）

　　東京大学宇宙航空研究所の河村軍馬、小田稔、大林辰蔵く

　’倉谷健治各教授から資料委ユ5－3～ワに基づいて説明が行．

　われた後、以下の質凝応答が行われた・一㌧．∫

吉識：不具合の改修はいつ頃すむのか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧河村3原因が明らかであり・、対策も十分なので問題はない。打

　　上げは、Mr3’cロケットで行いたい。『

吉識：M－5Cは52年度に掌裏するのか。

河村：52年度に打上げる場合には’M－5・HをM－5Cに改造

　　することになる。

八藤8実用衛星には予備機があるが、科学衛星には予備機がな

　　いのはなぜか。復活させるのはCORSAだげか。’，、

河村：’失敗した時はそのつど予備機を上げるか否かを考えるこ．

∫．ζにして紳・Cσ3SA腫要論星なので復活させた・

小田：費用が十分あれば予備機をもちたいが、費用の裏写と打

　　上げ朱敗の確率が遍身ことを考え、最初から予備機を作る●

　　ことはし，なかった6失敗した場合には、・学問のすう儂等を

　　●勘案し、考えることにしている。CO：RSAの場合£年遅iれ

’径略を一部変更することで腕白鵬＋分評価さ経
　　だけの成果を上げられると考え、復活させた。　ジ

網島：52年度に打上げるか否か、文部省の考えが決まるのは

　　いっか。

沢田（代理～滝本）．：52年度の概算要求時までには、はっき

　　りさせる。一

八藤：CO：RSA一皿の必要性は納得したρで、＝文部・省において

　　は予糞等に十分な配慮を願いたい。．
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斎蔑3今後の計画のこともあるので・もしミッションを達成で

　　’きなかった場合についていろいろなケースと考え方を整珪

　　したものを委員会に説明してはどうか。

八藤：プアースト。スペーズラブ計画に参加できる見通しはど

　　うか。

大林：正式には来年の■月であるが、8～9月にはつきりする。・

　　たぶん参加できるであろう。

網島：日本の実力を示すよい機会と思うので、委員会でできる

　　ことがあったら協力したい。

網島3液水≠ンジンについては、三者が一緒に進めるべきもの’

、　と考えているが、いずれ話合いの機会を設けて整理してい∴

　　きたい。　ご　　　　、’・、㌦　　．’．’

河村：事務的にも専門家相互で話合う予定ぞある。

八藤：衛星のデーータ聖得局の海外設置は経費以外の問題郵あり

　　恒常的となるとむずかしい。　．・　　’　9．　’．

網島8芳法としては・①外国に坤上局を設置ずる。②外国Q機

　　既相互協力する・・挫うことが考えら般る呑今後棚

　　していきたい。

（41科学技術庁せ）票望事項について

　　科学技術庁研究調整局の雨村博光宇宙開発課長及び宇宙開一

　発亭業団の松浦三三副理事長から．資料委i5L－8に基づいて

　説明が行われたあち、以下の質疑応答が行われた。

醸：鰯翻礪し馳読漁ら腰回施つたので・研
　．、究開発はできるだけ蜘係機関と協力tて進めてほしいb

雨村：リモセンの各省連絡会をつくることが必要と考えている』

　　　　　　　　　　　　　（5）　　　．　『　　　　　　　』　・　　　．　・　　　　，

八部3目標をしぼると経済性の問題が出℃くる。米国のように

　　目的に応じて衛星をいくフも・作ることは問題と思う。・

雨村ε海洋観測に重点をおいているが～他の観測はできないと

　　いうごとでは宏硲ρ　　　　

面諭：地上設備はどうか。
　　　　　　　　　ゆ
雨村：テンドサツト等に使う設備を将来改修して使用する。．

網島：予算は研究調整局でとるのか・『 @・‘，、　一．　ll

雨村：研究は臨調費で進め≦シニスデムは華業団でまとめるとい

　　　う方向でいきたい。　　1・　　・　，　　r一；

三悪：材料実験衛星の開炉スケジュールはどらなっているのか。

雨村搬初の岬は地上で轍を下馴その後・砂喫騰・．

一，を覇盛砂紅嘩たい・一．．．　、

吉識：研究としてはおもしろいが・・熔融味態を作るたあには加

　　熱が必要であり’、このためには相当のエネルギーが遜要で

　　あ紘どいろ暢問題もあ壁思われる6でス．ヶジール

　　等は慎重に予備実険し、準備しながらつめてほしい。

高橋εNASAでサウンディングロケットを使って実験してい9

　　。る。電気炉を特別設計して搭載してい．るが、かなりの電力

　　を消費する。吸熱i隻凶事の技術はNASAかちもらわね’ぱ

　　’なら簡ない。　　　　　　’．　　　　　　・、　　　一

網島：適業団凶係の宿星の名前のつけ方は科学技術庁が中心に

　　なってノヒー．ルを作ってほしいQ

斎帥改1ロヶッ 艪茶Pットと同・じ射榔上概略
　　なるの1か。　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　一、

’松浦：そりどおりである6安全面からの検討は＼まだ最終結論

（6）
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　　は出ていないが・これまでの検討では大丈夫となっている。

網島βNロケットの国産化については、タンクを国産化しても

　　N改皿等のロケットには使用するとき米国から特許のこと

　　でクレームがつくとすれば問題である。

高田：商業べ一」ス程度ま℃の購入にとどめ、自主性が持てるよ

　　うな形態にしたい。

網躍籾の教確めた方がよい・第2學酵雑馳冷却
　　方式のままでやるのか。㌦

松浦：地上テストを考えたいということで、アブレイティブを

　　中心に考えてい為b一

網昂：N改1の静止軌道打上げ能力を53翫Kgと3．50Kg剛

　　のどちらにするかはっきりすべきである。誌5Kgならそ

　　の翠由を明隙してもら謡い・’、

松浦：最近検討した感果の資料があうので説明できると思ら。

　　時言があればSO典大型化にゆ5r・～36・Kg問で

　　きる。

一一山蛭・号機の時は555Kgであるにしてもそ淵後で聯

　　Kgより柳する可能即あるのか6．

高山：この535K厚はギ：ヤラン》・イーべ一スの数値である。ス

　　ペックの不確定要素が減る；と多少ギヤランティー値は増加

　　することは考えられるが、あまり大ぎなものは期待できな

　　．い。

（7）
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